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１．研究目的 

本研究では、筆者の勤務校（埼玉県内の小学校、以下、勤

務校と称す）の校内研修の問題点について、一枚ポートフォ

リオ評価(One Page Portfolio Assessment：OPPA、以下OPPA 

と表記)論を活用して解決を図り、その効果の検証を行うこ

とを目的とする。その理由は以下の通りである。 

教師としての資質・能力の育成において、校内研修の充実

は必要不可欠である。しかし勤務校では、教育課題の増加や

授業時数の増加等の影響により、校内研修の時間を十分に確

保できないといった量的な問題と同時に、校内研修の内容す

なわち質そのもののもつ問題も明らかになっている。それは

主に次の通りである。 

第一に組織構成の問題である。研修は一人ひとりの取り組

みが重要であることは勿論だが、校内研修は校内の多くの教

員によって組織的に運営されるものである。ゆえに校内研修

組織全体をどのように運営するかは校内研修充実の大きな

ポイントとなる。 

第二に各教科等の指定の問題である。日本の小学校の校内

研修では、特定の研修教科等を学校で一つあるいは複数指定

する場合が多い。しかし校内には指定された研修教科等の授

業を担当しない教師もおり、その場合には教師の間に意識の

面でも実務の面でも差が生まれる。このようにならないため

には、各教科等間を橋渡しするようなベースとなるものが必

要だと考える。 

第三に研究授業の問題である。校内研修では多くの場合、

一年間に数名の教師が研究授業を行う。研究授業とは、一人

の授業者が学習指導案を作成して授業を行い、他の教師はそ

の学習指導案を手にその授業を参観するものである。この

時、授業者と参観者には大きな差が生まれ、授業者は授業を

作る中で力量形成を図るが、参観者はただ授業を見るだけの

受け身の研修となってしまうので、教師によって偏りのない

力量形成が必要だと考える。 

第四に研究協議の問題である。研究協議は研究授業の後に

行われるもので、研究授業について協議するものだが、それ

は授業者の労をねぎらったり、一回の授業の良し悪しを検討

したりする場になりやすい。しかし理想的には教師がどのよ

うな意図をもって授業に臨んだか、子どもがどのように成長

したか、授業を通してどのような変容が見られたのかといっ

た長期的な視点に立った検討も必要である。 

校内研修の改善については、すでに多くの実践がなされて

いるが、その一つにOPPA論の活用がある。OPPA論とは、教

師のねらいとする授業の成果を、学習者が一枚の用紙（以下

OPPシートと記す）の中に授業前・中・後の学習履歴として

記録し、その全体を学習者自身に自己評価させるものである
１）（図１）。 

OPPシートはA3サイズの1枚の用紙である。OPPシートは

使用する教師の裁量で工夫することができるが、これまでの

研究から OPP シートが学習者と教師にとって十分な効果を

発揮するためには、①単元の学習前・後で記入する「本質的

な問い」、②「学習履歴欄」における「本時の授業で一番大

切だと思ったことを自覚させる質問」、③「最下段の欄」に

記述する「この単元全体を通しての自己の変容を自覚させる

質問」の三つが必須事項とされている２）。 

 

２．先行研究のまとめと本研究の位置づけ 

OPPA 論は日本において独自に開発された教育論である。

OPPA 論は、子ども一人ひとりの学習プロセスを示すポート

フォリオの理念をふまえつつ、日本の多忙な現場においてで

も、どのような教師でも使いやすい評価を目指して考案され

た 3)。OPPA論の特徴 4)は、次の二点である。第一に学習者に

教育評価のもつ本質的価値を伝えられることである。この本

質的価値とは、学習者自身が評価に関わることによって自分

自身の成長や学ぶ意味、必然性、自己効力感を感得できるこ

とである。第二に教師の授業評価と改善に活用できることで

ある。 

OPPA 論を活用した授業実践は理科に限らず他教科等 5)で

も、また小学校 6)から大学 7)までの教育現場で行われ、成果

と課題が蓄積されてきた。特に小学校の理科における実践は

多い 8)。中島(2010)は、教科横断的な問いを本質的な問いと

して設定した OPPA 論を活用した高等学校化学の授業実践

で、学ぶ意味、学び方に関する概念、学習への意欲、人生観

についての変容が認められたことを報告している 9)。 

この OPPA論を活用した校内研修については、すでに小学

校での実践が報告されている 10)11)。しかしこれらの研究は両

方とも国立大学法人附属小学校での実践であるため、これら

をそのまま本校のような一般校に適用することは難しい。本

研究では、これらの先行研究を踏まえ、OPPA 論を本校の実

態に応じて活用し、校内研修の改善とその効果について検証

を行った。 
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図１ OPPシートの例（児童A） 

 

①単元の学習前後で記入する 

「本質的な問い」 

②「学習履歴欄」における 

「本時の授業で一番大切だと思っ

たことを自覚させる質問」 

③「最下段の欄」に記述する 

「この単元全体を通しての 

自己の変容を自覚させる質問」 
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３．四つの問題に対する解決方法とその結果 

１．で示した四つの問題ごとに、以下に解決方法とその結

果について示す。 

３．１．組織構成の問題について 

 小学校の校内研修では、図２のような研修組織体制が一般

的であり、本校もこれまでこのような体制をとってきた。そ

れを改善したのが図３である。 

 

 

図２ 以前の研修組織 
 

 

図３ 新しい研修組織 

 校長、教頭は研修推進委員会の中に位置付けるなど全体を

整理したが、最も大きな変更点は専門部会についてである。

特に調査研究部をなくしてICT研究部にした。調査研究部は

児童に対する各種調査やアンケートの実施を担っているが、

児童の実態調査については OPPA論を活用する際に授業で用

いる OPP シートで常に児童の実態を把握し続けることから

廃止した。また、本校はこれまで６年以上にわたって県・市

から理科の研究指定を受け、主にタブレットパソコンを教師

と児童が使って思考力・判断力・表現力を高めることを目指

してきた。これらの研究成果の蓄積を整理してさらに発展さ

せていくためにICT研究部を創設した。環境整備部はこれま

でパフォーマンステスト（実技試験）の実施や掲示物の作成

などの校内環境整備を中心に行ってきたが、理科そのものの

内容の研究、つまりパフォーマンステストの実施や掲示物の

作成等も含め、理科そのものの教材研究を充実させる部とし

て再整理した。最後に授業研究部については、指導案の形式

の検討や予想・考察・問題作りの工夫や研究協議の運営を担

ってきたが、今年度については新しく導入するOPPA論を活

用して授業をどのように作るかということに最も注力し、そ

れを各学年等に普及させることに多くの時間を割くことに

した。このように専門部会について、これまでのICTに関係

する校内研修成果の整理・発展（ICT研究部）、理科・生活

科を中心とした教材研究（環境整備部）、OPPA論の習得（授

業研究部）といったように組織全体を再構成し、本校の実態

に合った校内研修体制を整備した。 

３．２．各教科等の指定の問題について 

 本校は理科（低学年は生活科）の研究指定を受けている関

係で、校内研修の中心教科は理科・生活科である。校内には

これらの教科を担当しない教師もいるため、教科・領域間を

橋渡しするようなベースとなるものとして OPPA論を位置づ

けた。理科・生活科を担当する教師はこれらの教科で OPPA

論を活用した授業を実施した。理科・生活科を担当しない教

師は、理科・生活科以外で自分が担当する教科から一教科を

選んで OPPA論を活用した授業を実施した。その結果につい

て以下に示す。 

３．２．１．理科 

 小学校５年生「人のたんじょう」の単元においてOPPシー

トを作成し、授業で活用した。図４の児童は、学習前には「お

母さんががんばって産んでくれたから。」や「自分がうまれ

たことでいろいろな人がよろこんでくれたから。」といった

ように、母への感謝や周囲の喜びなどを書いていた。学習途

中の「学習履歴欄」（図５）では、科学的な知識の習得や学

ぶことによる手応え（自己効力感）の感得が見られたが、学

習後には学習前と同じような内容で記述量が半分程度に減

少してしまった（図４）。しかし最後には「いままでたくさ

んの人ががんばって生んでくれた命だから、『死にたい』と

か思わないようにしようと思った。また、友達や周りの人に

もそう思わせないようにしようと思った。」と書いており、

学習の深まりがうかがえた。 

このように、胎児が母親のお腹の中で育って生まれてくる

という科学的事実の正確な理解を中心としたこの授業を通

して、「生命を尊重する態度」を育むことができたようであ

る。このことは、次期学習指導要領で示されている「教科等

横断的な視点に立った資質・能力の育成 12)」にも有効である。 

また、図４は一見すると理科の授業で使ったものではな

く、道徳科や国語科で使ったものではないかと思える記述内

容である。しかし、図５の学習履歴の欄を見れば分かる通り、

毎回の授業では「この授業で一番大切だったことを書きまし

ょう。」という問いかけに対して児童は回答する。教師はそ

れを見取って必要な指導と評価を加え続ける。このようなプ

ロセスを通して児童は科学的な知識を習得し、それらの集合

体として図４に示したような変容が起きたと考えられる。 
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図４ OPPシートの例（児童B） 

図５ OPPシートの例（児童B） 

 

３．２．２．生活科 

 小学校２年生「町たんけん」の単元においてOPPシートを

作成し、授業で活用した。図６の児童は、学習前には学区内

にある「八幡神社」について、「すてきなおまいりもできる

し、七五三のころは人がいっぱいです。」と記述していたが、

学習後には「いちばんびっくりしたことは７００年前に作ら

れたことです。みんなも行ってみてください。」と記述して

いる。「学習をふりかえって」ではこの八幡神社の歴史を知

ったことで自分の認識が変わったことを記述しており、その

変容は保護者にも伝わっている。 

 

図６ OPPシートの例（児童C） 

３．２．３．算数科 

 小学校６年生「拡大図と縮図」の単元においてOPPシート

を作成し、授業で活用した。図７の児童は、学習前には「形

が同じ」ということについて、「等しい」、「辺、角の長さ、

大きさが一緒」、「合同」といったキーワードを使いながら、

「形が同じ」とは、「まったく同じ形」のことだと記述して

いる。学習後には、「辺の長さが同じ割合で、大きくなって

いること。」、「角度は変わらない。」、「２倍、１／２倍

しても、辺の長さが同じ割合で大きくなっていたら、形が同

じという。」と記述しており、「形が同じ」という概念に関

する変容がみられる。 

 学習後の振り返りでは、「ぴったり重なるのが『同じ』だ

と思っていたけれど、同じ割合で大きくなっているものも、

同じというのだあ～！！と思った。そして形が同じものは角

度も変わらないことを知った。」と記述している。このこと

から、「形が同じ」とはどういうことなのか、授業を通して

考える中で、「合同」と「拡大」のちがいについての理解を

深めることができたものと考えられる。 

 
図７ OPPシートの例（児童D） 
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３．２．４．音楽科 

 小学校５年生「詩と音楽を味わおう」の単元においてOPP

シートを作成し、授業で活用した。図８の児童は、学習前に

は「日本の歌のよさはどんなところか」という問いに対して、

学習前は、美しい、ゆっくり、和風などと漠然とした記述が

ほとんどだったが、毎回シートに自分の考えを書くことで、

より具体的に日本音楽のよさを記述できるようになった。 

 
図８ OPPシートの例（児童E） 

３．２．５．生活単元学習 

 特別支援学級「サツマイモをおいしくたべよう」の単元に

おいてOPPシートを作成し、授業で活用した。授業では振り

返りの際の話し合いでその日の大切なことを確認し、本人の

思いに沿った言葉を伝えた上で保護者に感想を書いてもら

ったところ、「自分たちで育てたものを使うと、買ったもの

を使うのとはまた違った味がしたと思います。」と、本人の

気持ちに寄り添ったコメントが返ってきた（図９）。普段、

本人からなかなか伝えることのできなかった生活単元の学

習の意図や流れを保護者が知り、家庭の話題にしたり、児童

に声かけをしてもらったりして、本人の達成感が高まったよ

うである。 

 

図９ OPPシートの例（児童F） 

３．３．研究授業の問題について 

 本研修では、一年間に数名の教師が研究授業を行うという

形式はとらず、教師一人ひとりが OPPA論を活用して行った

授業について図１０のような授業実践記録を残すという形

式をとった。授業実践記録には実際の授業の中で特徴的だっ

た児童３名のOPPシートが添付されており、授業実践記録は

この３枚のOPPシートをもとに作成されている。 

この方法では、OPPA 論を活用して授業を行った教師全員

が、自分の授業について児童の学びの足跡を通して振り返る

ことになる。そのため校内の一部の教師が学習指導案を作成

して研究授業を行い、その他の教師は学習指導案を作成しな

いで研究授業も行わないといった不均衡は解消され、全員参

加型の校内研修が実現できた。 

また、学習指導案には基本的にいわゆる PDCAサイクルの

うちのP(Plan、授業の計画)の部分しか記載されないため、

D(Do、実際にどのような授業を行ったのか)、C(Check、行っ

た授業のねらいはどの程度達成されたのか)、A(Action、授

業の結果を受けてどのような改善を図るか)といった DCAの

部分について検討することは難しい。しかし、OPPシートに

は授業の計画だけでなく授業の結果まで残るので、Pだけで

なくDCAの部分まで検討することができる。教師が児童の学

びの足跡を通して自らの授業を振り返り、児童に対して次に

どのような働きかけができるかといった検討が具体的に日

常的に可能である。 

 

図１０ 授業実践記録の例 
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３．４．研究協議の問題について 

 研究授業後に行われる研究協議では、最初に授業者反省と

題して授業を行った教師が授業のねらいやその達成の程度、

児童への働きかけや手立て等について振り返りを述べる場

合が多い。しかし１回の授業であってもそれらを参観者に伝

えることは容易ではない。 

 そこで使用したのが教師用OPPシートである（図１１）。

教師用OPPシートは児童用OPPシートと同様の項目で構成さ

れる。児童用OPPシートとは別に作成することも可能だが、

児童用OPPシートをそのまま使用することも可能である。授

業前の教師用 OPP シートには本質的な問いの設定理由や授

業毎の指導目標等を記入しておく。授業を進める中では、本

質的な問いに児童がどのように回答したか、学習履歴の欄に

児童が何を書いたか、児童の実態を踏まえてどのような授業

改善を適宜図るかといったことを記入する。授業を終えたら

授業全体を振り返ってどうだったのかを記入するもので、こ

れ自体が教師の授業記録である。教師用OPPシートは教師が

自分のために作成するものなので、必ずしも文章の形式が整

っていない、メモ書き程度のものでも十分機能する。 

 教師用OPPシートを見ると、その教師が一つの大きな単元

を通して何を意図して授業を構成したのか、実際に授業した

結果がどうだったのかといったことがよく分かる。研究協議

の場で、教師用 OPP シートを使って授業者が反省を述べる

と、本時の授業が単元全体の中でどのように位置付けられて

いるのか、本時に至るまでにどのような学習が積み重ねられ

てきたのか、本時を経て単元を通してどのような学習に向か

っていこうとしているのかといったことがよく分かり、それ

は本時の授業を理解することにも役立つ。 

 研究協議では実際に授業で使用した児童用 OPP シートも

併用する。教師用OPPシートを通して授業者の意図を理解し

図１１ 教師用OPPシートの例 
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た上で、児童用OPPシートを見ると、単元や本時のねらいの

達成の程度が把握できる。その上で児童への働きかけや手立

て等の有効性について検討することができる。このようにす

ることで、研究協議が授業について具体的に議論できる場に

なるとともに、１回の研究授業の良し悪しだけでなく単元を

通した児童の成長にまで検討する対象を広げることができ

るようになったと考える。 

 

４．成果と課題 

３．で示した問題ごとに、以下に成果と課題を示す。 

４．１．組織構成の問題について 

 校内研修組織について組織全体を整理した（図３）。特に

専門部会に改善を加えて校内研修を推進した。ICT研究部は

これまでのICTに関係する校内研修成果を整理し、プログラ

ミング教育の試行といった新しい流れに対応する成果も生

むことができた。今後はこれらを学年ごとに整理し、学年間

の接続を考慮し、発達段階に応じた系統的な指導計画として

校内の年間指導計画に位置付けていくことが課題である。具

体的に本校では、次期学習指導要領への移行期間を迎えるの

あたり、総合的な学習の時間の７０時間を、外国語活動・外

国語科で１５時間、ICT（プログラミング教育を含む）で１

０時間、従来の総合的な学習の時間で４５時間として再構成

する予定である。授業研究部は OPPA論を活用した授業の進

め方の習得を図ることができたため、今後は学習指導案の形

式や授業の手立てやみてもらうポイント、予想のさせ方、考

察のさせ方、問題作りの工夫といった授業の具体についてさ

らに検討を進める。環境整備部は掲示物や展示物といった校

内環境整備を進めることができたので、今後もこれを続ける

とともに、授業の教材研究も含めた、広い意味での環境整備

を進めていきたい。また、この校内研修組織についても改善

を加え続けていく（図１２）。OPPA論を活用したPDCAサイ

クルを機能させ、児童の実態や本校の実態に応じた校内研修

組織に改善していく。 

一枚ポートフォリオ評価(One Page Portfolio Assessment:OPPA)による PDCA 
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学年（ブロック）部会 

研修推進委員会 

校長・教頭・教務主任（研修主任）・ 

研修教科（理科・生活科）主任・各専門部長 

授業研究部 ＩＣＴ研究部 

全体会 

・OPP シートの生かし方 
・指導案の形式 
・手立てや見てもらうポ

イントをわかりやすく 
・予想のさせ方の工夫 
・考察のさせ方の工夫 
・問題作りの工夫 
・研究協議の記録運営 
・動画や写真による授業

の記録 
など 

・ICT の使い方の研修 
 （使い方を学び広げる） 
・ICT の具体的活用例を

まとめていく 
・発達段階に応じた系統

的指導 
 

など 

・パフォーマンステスト 
・空き教室に教材提示 
・校内植物 MAP の作成 

八木崎の森 
木の実 MAP  

・学んだことが社会のど

こで活かされているか

紹介 
・授業に使うカード 
・使っていきたい言葉 
・掲示物（必要に応じて） 
 

など 

〇学年部会ごとに目指す

児童像・手立て設定 
〇授業を通して指導方法

の研究・効果の検証 
〇成果・課題のまとめ 

環境整備部 

専門部会 

 
図１２ OPPA論によるPDCAを活用した校内研修組織 

４．２．各教科等の指定の問題について 

 教科・領域間の橋渡し役として導入した OPPA論は、３．

２で示したように、その役目を十分に果たすことができた。

これにより、校内研修の中心教科である理科・生活科ととも

に、それ以外の教科の授業研究も充実させることができた。

今後はOPPシート等をもとに、授業の成果と課題を教師間で

共有・協議していくことである。また、３．２に示した以外

の各教科等についてもOPPA論の導入を図っていきたい。 

４．３．研究授業の問題について 

 本研修では、教師一人ひとりが OPPA論を活用して行った

授業について授業実践記録を残すことで、全員参加型の校内

研修を実現した。また、教師が児童の学びの足跡を通して自

らの授業を振り返り、児童に対して次にどのような働きかけ

ができるかといった検討が具体的に日常的に可能になった。

しかし今年度は OPPA 論の習得に重点を置くために研究授

業・研究協議という授業研究を１回しか行わなかった。その

ため、今後はOPPA論を活用した研究授業・研究協議という

授業研究スタイルを取り入れ、全校的な授業研究を実施し、

その成果と課題を共有していきたい。 

４．４．研究協議の問題について 

 研究協議では教師用OPPシートと児童用OPPシートを併用

することで、教師の授業の意図を理解した上で、児童への働

きかけや手立て等の有効性について具体的に検討すること

ができた。また、教師用OPPシートと児童用OPPシートを併

用することで、１回の研究授業だけでなく、単元全体の授業

を協議することができるようになった。しかし、今年度は４．

３．にも関係するが、研究授業・研究協議という授業研究を

１回しか行なっていない。そのため、このスタイルの研究授

業・研究協議をこれから増やし、授業研究の充実を図ってい

きたい。 
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